
グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

（別紙の２）

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

毎月のフロア会議や日々のミーティングの
時など、理念に基づいているかを念頭に置
き話し合っている。フロア会議では一人ひと
りの利用者について、その方の役割や楽し
み、活躍の場を考え、理念に基づいたケア
が行えているか確認している。就業理念に
ついても目につくように日誌に貼り意識づけ
を行っている。

法人の理念「その人らしく生き生きと」を額に入れ、
リビングの誰にでも見やすい場所に掲示している。
フロア会議やミーティング時に職員間で話し合い、
利用者の役割や活躍の場があり生き生きと生活で
きているか振り返りをし、理念に基づいたケアに繋
げるようにしている。会議では理事長よりアドバイス
があり、理念にそぐわない言動があれば職員間で
声をかけ合い、管理者からも注意を喚起している。

コロナ禍のため地域の行事は中止となって
いるが、塩尻市役所に千羽鶴を届けたり、
幼稚園や保育園、小学校、中学校へ利用者
が縫った雑巾を贈呈したり、感染症対策を
行いながら実施している。小学校とは、育て
たサツマイモやスイカ、ビデオレターを届け
ていただき、お礼に色紙を贈るなどの交流
を行った。散歩の時には地域の方と挨拶を
したり、地域の方から野菜や果物を頂いた
りするなどの交流もある。

地元自治会に加入し地域の行事に参加していたが
新型コロナ感染拡大の影響を受け活動が制約を受
けている。そのような中でも市役所に千羽鶴を届け
たり、利用者手作りの雑巾を地域の幼稚園・保育
園・小学校・中学校へ出向き玄関先で贈呈してい
る。また、実習生の受け入れもしており、感染対策
をしながら可能なものについては例年通り活動して
いる。日常的な散歩や買い物の際には地域の方々
と挨拶を交わし、野菜や果物の差し入れも継続して
頂いている。

中学生の職場体験学習や高等学校、短期
大学等の実習の受け入れを積極的に行っ
ている。コロナ禍のため、体験学習や一部
の実習が中止になってしまったが、感染症
対策を行なった上で昨年度は３名、今年度
は２名の実習生の受け入れを行った。

防災や防犯、教育機関との交流、地域の店
舗等との連携など、その時の議題に関係す
る方々を招いて２ヶ月に一度開催している。
コロナ禍ではあるが、出席者の人数を減ら
し、感染症対策を行いながら開催している。
事業所に関わる活動について質問や意見
をいただき、事業所への理解や支援を得る
ことができている。

同じ法人のグループホームと合同で2ヶ月に1回、偶
数月に、新型コロナ禍の中ではあるが毎回委員が
参集し実施されている。利用者（新型コロナ感染対
策のため不参加）、家族、民生委員、地域住民代
表、市役所職員等のメンバーに加えその時々の
テーマに応じて警察署員、消防署員、近隣店舗従
業者等にも参加していただき活発に意見交換し、実
例が参考になることから充実した内容となってい
る。会議に参加した方が更なる協力者となりホーム
のサービス向上にも活かされている。

市の介護相談員が定期的に来訪していた
が、コロナ禍のため受け入れは昨年度に一
度だけであった。、認定更新の調査のため
市の担当者が来訪した機会に、認知症ケア
の実際について伝えたり、情報交換をしたり
している。また、運営推進会議に毎回出席し
ていただき、グループホームの実情等を伝
えている。市の歯科衛生士による訪問歯科
検診を必要に応じて利用している。

認定更新調査時には市調査員に利用者の様子を
伝え連携を図っている。新型コロナ禍の中、利用者
の居室に直接入れるよう感染対策がなされている。
市の歯科衛生士とも連携して歯科検診を申し込み
治療方針を決めるなど、利用者の口腔ケアの相談
窓口になっていただいている。介護相談員の定期
的な来訪は現在中断しているが、情報交換できる
良い機会でもあることから再開を待ち望んでいる。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護保険法指定基
準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

フロア会議や日々のミーティングで身体拘
束が行われていないかケアの見直しを行っ
ている。外に出ていく利用者を見落とさない
ように見守りを行い、外に出たい様子の時
には止めるのではなく、一緒に外に出て眺
めたり、周辺を歩いたりできるように支援し
ている。３ヶ月に１回身体拘束適正化委員
会を行っている。

日中、玄関は開錠している。入居間もない方で帰宅
願望の強い方がおり、家族了解の下施錠を行った
こともあったが現在は落ち着かれている。外に出た
いという方には職員が一緒に寄り添い散歩したり、
屋外に出て気分転換を図ったりしている。退院後間
もない方で一時的にセンサーを使用したことがある
が、現在、センサー等の使用はない。3ヶ月に1回、
法人の全体会議で身体拘束適正委員会が行わ
れ、その内容はフロア会議で伝えられ、ホームの
ミーティングや勉強会で話し合ったり学び、拘束の
ないケアを行っている。

採用時の職員研修において高齢者虐待防
止関連法についての勉強会を行っている。
利用者に内出血があった時には、人体表に
記入して情報を共有し、内出血の把握や防
止に努めている。また、フロア会議で不適切
ケアについての勉強会を行い、不適切なケ
アが行われていないか振り返る機会を作っ
ている。

採用時の職員研修において権利擁護に関
する勉強会を行っている。また、管理者が成
年後見制度についての話を、包括支援セン
ターの職員から聞く機会をもった。成年後見
制度を活用している利用者がおり、金銭収
支についてなど必要に応じて成年後見人に
連絡を行っている。

契約時にはグループホームでの生活や料
金、医療連携体制、看取りなどについて詳
しく説明し、本人や家族の不安や疑問を確
認しながら同意を得るようにしている。介護
報酬の改定による加算の変更があり、新し
い契約書別紙を用意し、説明を行い理解を
得ることができている。

何でも言っていただける関係を築くように、
家族の来訪時には、現状報告をするととも
に気になる事がないか職員から働きかけ、
話しやすい雰囲気作りに努めている。運営
推進会議では意見や要望を出していただ
き、運営に反映するように努めている。昨年
度は家族アンケートを行い、ケアや運営に
関しての意見や要望をお聞きし、サービス
の向上に活かしている。

殆どの利用者は自分の要望や意見を表すことがで
きる。上手く伝えられない時は表情や今までのかか
わりの中から受け止めるようにしている。コーヒー、
お茶など写真を見て選択していただくなど工夫して
いる。新型コロナ禍の中でも、家族との面会は窓越
しや玄関で短時間行われている。利用者の様子は
毎月の「こまくさ便り」や3ヶ月毎に出す「宮の前」、
日常の写真などを家族の来訪時に渡したり郵送し
こまめに伝えている。定例の家族会はないが日頃
から何でも言っていただける関係づくりをしており、
家族へのアンケートも行いサービス向上に活かして
いる。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

フロア会議に理事長が参加し、話し合いの
中で職員の意見や要望、気づきやアイデア
を聞き出せるように努め、日頃からコミュニ
ケーションを図るように心がけている。また、
行事の担当になった職員が、計画立案の際
に代表者や管理者に相談し、個別に話をす
る機会を作っている。

フロア会議は理事長も出席し、月1回、全職員の出
席で開かれている。利用者の状況やケアプランの
検討、業務内容について活発に意見交換している。
職員からの意見や要望を取り入れたり、理事長か
らのアドバイスがあったりと、検討した内容が運営
に活かされている。職員は自己評価を行いスキル
アップに繋げている。

代表者が現場に来て個別に職員と話をする
ことで、個別に職員の勤務の様子や悩みを
把握し、対応に努めている。年に１回、職員
による自己評価やストレスチェックを行い、
職員が向上心を持って働けるように働きか
けている。また、職員の資格取得に向けた
支援を行っている。

外部研修の情報を収集し、なるべく多くの職
員が受講できるように情報を発信している。
認知症介護実践者研修の受講を勧めてお
り、法人の職員が受講した研修報告書は全
職員が閲覧できるようにしている。福祉職員
生涯研修では、昨年度は中堅職員課程と新
任職員課程を、今年度は新任管理者課程と
新人育成担当者研修をそれぞれ1名が受講
している。

研修や事業者連絡会などを通して他事業所
と交流する機会を持ち、質の向上に励んで
いる。法人内のグループホームや特別養護
老人ホームと、リーダー会議や運営推進会
議を通して情報交換を行っている。

サービス利用の相談があった際は、本人、
家族と事前面談を行い、本人の心身の状態
や生活環境を把握するように努め、本人、
家族の希望や不安を理解し、安心していた
だけるようにしている。必要に応じて、入居
前に通所の機会を作り本人も家族も安心し
ていただけるように工夫している。

入居前に家族にグループホームの様子を
見ていただくとともに、事前面談で今までの
家族の苦労や現在の困り事、希望などを伺
い、ニーズを把握するように努めている。家
族の大変さを受け止めた上で、不安や要望
に対して入居後どのような対応ができるの
かを話し合い、関係作りに努めている。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

サービス利用の相談時、本人や家族の状
況をよく聞き、グループホームとしてどのよう
な支援ができるか考え、必要に応じてケア
マネージャーや看護師と連携し、対応を行っ
ている。

職員と利用者は一緒に暮らす仲間として、
不安、喜び、楽しみなどを共有し、支え合え
る関係作りに努めている。また、季節のおや
つ作りや干し柿作り、煮物、漬物などの料
理、裁縫など一緒に行う中で利用者から教
えていただく機会が多くある。

家族の来訪時には、日頃の状態をこまめに
伝え情報交換を行い、支援の方法について
共に考え相談している。入居して間もない利
用者の家族から、本人が職員には言えずに
家族に話した内容を教えてもらうことがあ
り、支援方法について家族と一緒に考えて
対応するようにしている。コロナ禍のため、
誕生日会への家族の出席は見合わせてい
るが、後日写真を渡し様子を伝えている。

コロナ禍の中、対策をしながら友人や知人、
親戚等の来訪、かかりつけ医への受診、電
話の取次ぎ等、その方に応じた支援を行っ
ている。携帯電話を持っている利用者が２
名おり、着信があった時には電話をかけら
れるよう支援し、家族や知人との通話がス
ムーズに行えるようにしている。遠方の家族
や親戚にもホーム便りを送り、グループホー
ムでの様子を伝えている。

新型コロナ禍の中でも感染対策を行い馴染みの方
との関係が継続できるよう支援している。友人や知
人、親戚等の来訪もあり、かかりつけ医の受診も
行っている。行きつけのスーパーへ出かけたり、週1
回地域のパン屋さんの来訪があり利用者は楽しみ
ながら購入している。また、馴染みの訪問理美容を
全員利用して髪を整えている。年賀状は書ける方、
シールや判を押す方等、利用者に合わせ作成し家
族や友人に出している。ホーム便りを遠方のお孫さ
んにも送るなどの支援に努めている。

一人ひとりが孤立することがないよう、仲間
と一緒に何かをする場面や気の合う者同士
で過ごせる場面作りに努めている。新しい
利用者が入居した時や問題があった時に
は、利用者同士の関係を考えてダイニング
の座席を見直している。トラブルがあった際
には、職員が調整役に入ったり、個別に話
を聞いたりしている。

サービス利用が終了しても、ホーム便りを送
り電話をいただいたり、家族が来訪し季節
の果物をいただいたり、不要になったおむ
つ類を寄付していただいたりする交流が
あった。その際には、家族の近況をお聞きし
ている。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

日々の関わりの中で、言動や表情などから
本人の思いや希望、意向を汲み取るように
努めている。困難な場合は、家族などから
の情報をもとに本人本位の視点で、職員が
意見を出し合い検討している。

日々の関わりの中で言葉や表情などから利用者の
意向を把握するようにしている。職員が利用者の力
量に合わせお手伝いをお願いすると「やります」と
の返答をいただきいきいきと動かれる方がいる。ま
た、飲み物についても「何でもいいです」と言われる
方が多く、職員は好みの飲み物などをお出ししてい
る。利用者と職員が1対1で会話する機会を大切に
し、夜起きて来て話をされる時は飲みものを出し
じっくり話を聴くようにしている。利用者一人ひとりの
情報は介護記録に残し、フロア会議やミーティング
で話し合い共有している。

プライバシーに配慮しつつ、生活暦や馴染
みの暮らし方、サービス利用の経過等につ
いて、本人や家族から詳しく話を聞き情報を
得るようにしている。また、他事業所からも
利用時の様子など教えてもらえるように連
携を図っている。

一人ひとりの様子を観察し記録に残すこと
で、生活リズム等の現状の把握に努めてい
る。日々の支援をもとに、できないと決め付
けず、できることに注目して一人ひとりの有
する力を把握し、職員が共有できるように努
めている。

本人や家族との関わりの中で思いや要望を
汲み取り、介護計画に反映できるようにして
いる。フロア会議や日々のミーティングの中
で、モニタリング、カンファレンスを行ってい
る。状態変化があった場合には、臨機応変
に見直し、変更できるように努めている。

職員は1～2名の利用者を担当しており、フロア会議
で利用者の状況を報告し、全員で検討後、担当者と
ケアマネージャーで話し合い介護計画を立ててい
る。会議やミーティングでモニタリング及びカンファ
レンスを行い、本人や家族の要望も計画に反映さ
せている。介護計画は3ヶ月に1回見直し、状況に変
化が見られた時には随時見直し変更している。

身体状況に応じて食事・水分量、排泄等の
状況、日々の暮らしの様子や本人の言葉、
職員の気づき等を記録している。出勤時、
勤務に入る前に他職員による記録や申し送
りノートを確認し、情報を共有している。個別
の記録をもとに、介護計画の評価、見直しを
行っている。

本人や家族の状況に応じて、個別の医師の
往診時の立ち会いや歯科訪問診療の立ち
会い、眼科受診の付き添い、日用品の個人
的な買い物の支援など、必要な支援に柔軟
に対応している。

運営推進会議に民生委員、副区長、近隣の
店舗、地域包括支援センター、教育機関、
警察、消防、老人会、介護ショップ、消防防
災設備会社、おむつ納入業者等に出席して
いただき、情報交換を行い、協力関係を築
いている。また、本人や家族の希望に応じ
て訪問理美容サービスを利用している。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

30 （11）○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

入居時に希望を確認し、希望に応じて法人
内のクリニックに変更したり、それまでのか
かりつけ医を継続したりしている。法人内の
クリニックから定期的に看護師が来訪し、こ
まめに気になる様子を伝えている。家族の
付き添いで整形外科や歯科等のかかりつ
け医に受診に出かける際には、最近の様子
や気になっていることを家族に伝え、適切な
医療を受けられるよう支援している。歯科医
の訪問診療を必要時依頼している。

入居時、希望を聞き内科については法人のクリニッ
クに変更される方が多く、現在、全利用者を診て頂
いている。内科以外の病院を受診する時は家族が
付き添い、ホームから利用者の情報を提供し適切
な医療を受けられるよう支援している。法人のクリ
ニックで受診される時は他の患者の少ない時間に
職員が付き添い受診している。法人内のクリニック
の看護師が週2回来訪し、健康チェックや相談に応
じており、24時間相談できる体制となっている。歯科
医による訪問診療も受けている。

受診や処方の際に最近の様子や気になっ
ていることを伝え返事をもらったり、何か変
わった様子があった時にはすぐに連絡を取
り指示を受けたりして、適切な対応を行うよ
うにしている。２４時間いつでも連絡できる
体制を取っており、速やかに看護師に連絡
することで適切な医療に繋げている。

入院時、本人の情報を医療機関に提供して
いる。職員が定期的に見舞いに伺うように
し、医療機関、本人、家族と回復状況等の
情報交換を行っている。退院前には、医療
機関、家族と退院後の対応について話し合
う機会をもっている。

利用者の家族に事前指示書の記入をお願
いしている。事前指示書をもとに、早い段階
から医師と家族との面談の機会を設け、医
師、看護師、職員で連携を図り対応してい
る。フロア会議で職員が不安に思っているこ
とや本人のために何ができるかを話し合
い、状態や対応を共有して支援に取り組ん
でいる。コロナ禍であっても、家族が本人と
過ごすことができるように、対策をしながら
柔軟な対応を行うことができた。

入居時重度化した場合や終末期のあり方について
事前指示書を頂き意向を確認している。終末期を
迎えた時には医療の希望があるかを確認し、医
師、看護師、職員がチームとして話し合いを深め対
応している。開設以来22名の看取りを行い、ここ2年
で8名の方の看取りを行っている。新型コロナ禍の
中、家族が居室の窓側から入り本人と最期の時間
を過ごしたこともあったという。一人ひとりの終末期
ケアには違いがあり、やり直しがきかないことから
次のケアに経験を生かしていこうとしている。

採用時の職員研修において、対応について
研修を行っている。対応力の個人差がある
ため、急変や事故発生時にすぐに確認でき
る場所にマニュアルを設置し、統一した対応
が行えるようにしている。実際に起きた事故
や予測される事故、急変時の対応につい
て、フロア会議で共有、検討し、対応の振り
返りを行い、事故対応時の実践力に繋がる
ようにしている。ガウンテクニックやゾーニン
グについて実際に行い学んだ。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （13）○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

日中・夜間にそれぞれのユニットで出火した
場合を想定し、合同での避難訓練を年４回
行っている。毎回異なる職員が中心になっ
て計画・実施し、全職員が避難誘導の方法
を身に付けられるようにしている。年に1回
は消防署や民生委員の方にも参加していた
だき協力体制を築いている。

年4回、利用者と共に避難訓練を行っている。南棟・
北棟、両ユニット合同で出火場所や昼・夜を想定
し、夜間想定では本部から応援も頂き実施してい
る。そのうち1回は民生委員の方にも参加をいただ
き、玄関外に避難してきた利用者の見守りなどの協
力をお願いし万が一に備えている。また、消防署の
協力を得て初期消火訓練、避難経路の確認などを
行い、全職員が避難誘導を確実に身につけられる
よう訓練を重ねている。

年長者としての敬意を払い、人生の先輩と
して尊敬する姿勢や言葉遣いを心がけてい
る。時に、不適切な言葉が出てしまうことが
あるが、その際は職員間で指摘し合い、な
ぜそのような声かけになってしまったのかを
考えるようにしている。フロア会議で言葉遣
いも含め、不適切ケアについての勉強会を
実施している。

利用者に対しては、年長者として敬意を払い接して
いる。言葉遣いには特に注意を払い、慣れ合いの
言葉、声のトーン、不適切な言葉等、職員間で注意
し合い、フロア会議でも不適切ケアについて勉強会
を行っている。日々のケアの中では本人の気持ちを
大切に考え、さりげないケアや言葉がけをしてい
る。苗字に「さん」付けでお呼びしたり、以前の仕事
柄「先生」とお呼びする方もいる。

些細なことでも決めていただく場面を設け、
一人ひとりに合わせて分かりやすい言葉か
けをしたり、選択肢を絞って聞いたり、実際
の物を見せたり、本人が答えやすく選びや
すいような働きかけをしている。家事等をお
願いする際には、必ず本人に確認するとと
もに表情等を観察し、押し付けにならないよ
うに注意している。

基本的な一日の流れは持っているが、一人
ひとりのその日の体調などを考慮しながら、
その日その時の気持ちを尊重し、その人ら
しく生活ができるように支援している。また、
本人の言語化されないサインを読み取り、
例えば個別に休息場面を作るなどの対応に
努めている。

基本的には本人の意向で衣服を選んでい
ただいている。さりげなく季節や天候の話を
したり、他の方の着ている物を褒めたりし
て、季節に合った衣服が選べるように支援
している。外出時には、一緒に衣服を選び
普段よりおしゃれができるように支援してい
る。また、さりげなくおしゃれを褒めるように
している。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16）○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

米研ぎや汁の具材切り、盛り分けや食器洗
いなど、準備から片付けまで利用者が役割
として行っており、利用者と職員が一緒に食
事に関わり楽しく食事ができるような雰囲気
作りに努めている。両ユニットで焼肉会を
行ったり、季節の行事ではおやつを一緒に
作ったり、楽しめる工夫をしている。誕生日
会では、炊き込み御飯やポテトサラダ、おは
ぎやケーキなど利用者の得意料理に腕を
振るっていただき、会食を楽しんでいる。

食事については全介助の方と一部介助の方がそれ
ぞれ若干名ずつで、その他の方はお箸を使い自力
で摂取できている。食形態はソフト食、ブレンダーに
かける方が数名いる。メニューは法人本部の栄養
士が立て、昼・夕食の主菜は本部で調理されてい
る。昼・夕食時のご飯、汁物と朝食はホームで調理
している。具材を切ったり、盛り付けたり、片付けた
り等、殆どの利用者が役割としてお手伝いができ、
職員と一緒に行っている。両ユニット合同で庭先で
焼肉会をしたり、季節の行事食やおやつを作り、楽
しい食事に繋げている。誕生日には特別メニューで
利用者の希望の料理を作り手作りケーキでお祝い
している。ホームの畑で採れた野菜で食卓を彩り、
焼き芋会なども行い、職員と一緒に会食を楽しんで
いる。

一人ひとりの摂取量を毎回記録し、把握し
ている。水分制限のある方には、個別に量
を調整し、制限を超えないように注意してい
る。また、食事時の水分摂取量が少ない方
には、飲める時に好きな飲み物をお出しす
るように工夫している。嚥下状態の変化に
伴い、食事形態を検討し変更している。ま
た、厨房からの食事に限らず、空腹時には
家族が持参した嗜好品をお出しするなど、
本人が食べたい時に食べたい物を食べて
いただけるよう支援している。

それぞれの習慣があり、毎食後の口腔ケア
を全員が行ってはいないが、起床時と就寝
前には必ず行えるよう支援している。なるべ
く本人の力で行っていただき、必要に応じて
仕上げ磨きやスポンジブラシ等での支援を
している。

排泄チェック表に記録することで一人ひとり
の排泄パターンを把握したり、サインを察知
したりしながら、さりげないトイレ誘導や声か
けを行っている。夜間の睡眠状況など本人
の状態の変化に応じて、使用するパッドを
変更したり、リハビリパンツの使用を試行し
たりしている。必要に応じてメーカーのケア
アドバイザーに相談に乗ってもらっている。

排泄時、自立されている方が三分の一弱、一部介
助の方が半数強、全介助の方が若干名となってい
る。布パンツを三分の一の方が使用している。可能
な限りトイレで排泄できるよう支援しており、排泄
チェック表を活用し、自分で行かれる方、トイレがわ
からずそわそわする方などその方に合わせたさり
げない声がけやトイレ誘導をしている。メーカーのア
ドバイザーが来訪していたが、新型コロナ禍の現
在、電話で相談し、また、試しながら利用者に合っ
たもの使用している。
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グループホームこまくさ野村宮の前・北棟

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

排泄チェック表に排便の量や状態、時間帯
を記録している。便秘の方には水分や牛乳
の摂取を勧めたり、運動量を増やしたり、排
便しやすい姿勢をとってもらったり、腹部
マッサージを行ったり、下剤を使用せずに排
便していただけるように働きかけている。ま
た、下剤を使用する場合にも、日中に形の
ある便が出るように、下剤を飲む時間や量
など看護師に相談しながら検討している。

入浴の希望や時間など、できるだけ利用者
の希望にそった支援をしている。本人の希
望で、ほぼ毎日入浴している方もいる。
チェック表を活用し、行事が多い時にも必ず
週に２回は入浴できるようにしている。季節
の菖蒲湯やゆず湯を行ったり、希望に応じ
て入浴剤を使用したりしている。入浴を嫌が
る利用者には、体重測定とお誘いして服を
脱いでいただき、自然な流れで入浴できる
よう工夫している。

入浴時、自立している方は若干名で、全介助の方
が数名おりその内二人介助で対応している方もお
り、三分の二の方が一部介助となっている。基本的
に週２回の入浴としており、本人希望で毎日入られ
る方もいる。季節の菖蒲湯やゆず湯を行い、入浴
剤も使用し、楽しんで入っていただけるようにしてい
る。入浴を拒む方には日を変え、体重測定にお誘
いするなど、声がけを工夫し入れるようにしている。

日中、リハビリ体操や散歩などの活動を促
し、一日の生活リズムを作れるように心がけ
ている。午睡や就寝時、本人のペースで休
息が取れるように、利用者の表情や疲労の
様子を見て声かけや誘導を行っている。職
員がいる場所が安心する方には、リビング
のソファーや和室で休息していただくように
している。

服薬ファイルを作り、全職員が内容を把握
できるようにしている。服薬時は一人ひとり
に応じた支援を行い、内服できたかの確認
までを確実に行うようにしている。薬の変更
があった場合は申し送り、状態の変化の観
察に努めている。変更や臨時処方の際に
は、飲み忘れがないよう薬の置き場所に表
示を付けて注意している。

調理や洗濯、掃除、裁縫、書き物など役割
として気持ちよく行えるよう支援を工夫し、
感謝の言葉を伝えるようにしている。行事の
時には、調理、生け花、書道など、一人ひと
りの得意としている事を発揮していただける
よう、利用者と相談しながら計画を立て支援
を行っている。また、塗り絵や脳トレ、折り
紙、編み物など好きな事が日常的に行える
よう支援をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部
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自己評価 外部評価

実践状況

49 （18）○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

天気のよい日の午後には、利用者の希望を
聞きながら散歩を積極的に行っている。散
歩の時間以外でも、外に出たい様子の時に
は本人の希望にそって周辺を歩くことができ
るように支援している。また、四季を感じても
らえるように、花見やバラ園見学、アジサイ
観賞、ぶどう狩り、紅葉狩りなど感染症対策
を十分に行って、外出を楽しんでいる。

外出時、自力歩行の方と車椅子使用の方が三分の
一弱ずつで、他の方は歩行器やシルバーカーを
使っている。天気の良い日にはホーム周辺や近くの
公園まで散歩することが日課となっている。新型コ
ロナ禍でも感染対策をし、近所のスーパーや薬局
に買い物に出かけている。季節の行事のお花見、
バラ・アジサイ見学、ぶどう狩り、紅葉狩り等、積極
的に外出し四季を楽しまれている。外出できない時
はウッドデッキに出て外気浴をしている。

お金の管理ができる方には、個人の財布を
持っていただき、家族等と決めた範囲内で
自由に買い物ができるように支援している。

施設の電話を使用できるようになっており、
希望に応じて本人が家族に電話をかけた
り、家族からの電話を取次いだり、個別に対
応している。携帯電話を持っている利用者も
おり、着信があった時には折り返しの電話を
かけられるよう支援している。毎年、家族に
年賀状を送ることができるよう支援してい
る。

利用者にとって落ち着いた色合いで懐かしく
感じられるような造りになっている。生活感
や季節感のある物、利用者の作品を飾るな
ど、居心地のよい家庭的な雰囲気作りに努
めている。時間によって、好きなテレビ番組
を見たり、テレビを消して童謡や歌謡曲など
好きな音楽をかけたりしてゆっくりと過ごせ
るようにしている。午前中には、東側の窓辺
に椅子を置いて日向ぼっこをする利用者も
いる。

玄関には紫陽花の絵が飾られ花が生けられてお
り、リビング、キッチンは広々として利用者が料理を
しやすい低めの調理台となっている。食事後はリビ
ングのソファーで利用者同士談笑されたり、雑巾を
縫ったり、テレビを観たりと思い思いの時間を過ごし
ている。一段高くなった和室には炬燵が置かれ、日
当たりも良く、腰かけて日向ぼっこをされる方もい
る。ウッドデッキへも自由に出入りすることができ季
節を感じることができる。床暖房が入っており温かく
過ごせている。
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53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

利用者の身体状況に合わせ、Ｌ字柵を使用
したり、コールボタンの紐を長くしたり、伝い
歩きができるような家具の配置をしたりする
など、安全に安心して暮らせるよう環境整備
に努めている。状態の変化により混乱や失
敗が生じた時には、なぜ失敗したかを考え、
職員で話し合い、本人のできることやわかる
ことに合わせた環境を整えるように努めて
いる。

リビングのソファーや和室で、気の合った方
同士座って話ができたり、少し休みたい時
には横になったりできるようになっている。
玄関のベンチ、廊下の椅子など、居室以外
でも好みの場所を選び思い思いに過ごせる
ように工夫している。南棟に姉妹や知人が
いる利用者には、お互いの棟を行き来し顔
を合わせて話ができるよう支援している。

本人や家族と相談し、自宅で使っていた家
具や化粧道具、趣味の道具など、好みのも
のを持ち込んでいただいている。家族の写
真や絵、作品などを飾り、落ち着ける居心
地のよい空間になるようにしている。

居室には洗面台、エアコン、ベット、収納ダンスが備
え付けられ、北側の居室は床暖となっている。馴染
みの家具や仏壇、ハンガーラック、テレビなどが置
かれ、家族の写真や利用者自らの作品が飾られて
いる。整理整頓された居室で、心地よく思い思いの
生活を送っている。
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